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八
九

一
、
は 

じ 

め 

に

　

甲
が
乙
に
対
し
て
有
す
る
債
権
に
つ
き
、丙
と
丁
が
連
帯
保
証
し
た
後
、

乙
の
債
務
不
履
行
を
原
因
と
し
て
、
丙
が
代
位
弁
済
し
た
場
合
、
丙
は
主

債
務
者
で
あ
る
乙
に
対
し
て
求
償
権
（
以
下
、「
α
求
償
権
」
と
い
う
。）

を
有
す
る
と
と
も
に
、
共
同
保
証
人
で
あ
る
丁
に
対
し
て
も
求
償
権
（
以

下
、「
β
求
償
権
」
と
い
う
。）
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
ケ

ー
ス
に
お
い
て
、
丙
が
α
求
償
権
に
つ
き
時
効
中
断
手
続
を
し
た
場
合
、

β
求
償
権
の
時
効
を
も
中
断
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
標
題
の
判
例
は
、
最

高
裁
判
所
で
こ
の
点
が
争
わ
れ
た
最
初
の
事
案
で
あ
り
、
今
後
の
実
務
に

も
影
響
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

二
、
事
案
の
概
要

⑴　

Ｙ
は
、
Ａ
か
ら
委
託
を
受
け
、
平
成
元
年
四
月
一
〇
日
、
株
式
会
社

Ｂ
銀
行
と
の
間
で
、
Ａ
が
Ｂ
銀
行
に
対
し
て
負
担
す
る
一
切
の
債
務
を

連
帯
保
証
す
る
旨
の
契
約
を
し
た
。

⑵　

ア　

Ａ
は
、
平
成
二
年
八
月
一
四
日
、
Ｂ
銀
行
か
ら
、
い
ず
れ
も
弁

済
期
を
平
成
三
年
七
月
三
一
日
、
利
息
を
年
七
・
七
％
、
遅
延
損
害
金
を

年
一
四
％
と
す
る
旨
の
約
定
で
二
口
合
計
八
四
九
〇
万
円
（
七
二
一

〇
万
円
と
一
二
八
〇
万
円
）
を
借
入
れ
た
。

イ　

Ｘ
（
信
用
保
証
協
会
）
は
、
Ａ
か
ら
信
用
保
証
の
委
託
を
受
け
、
平

成
二
年
八
月
一
三
日
、
Ｂ
銀
行
と
の
間
で
、
Ａ
の
上
記
ア
の
各
債
務
を

連
帯
保
証
す
る
旨
の
契
約
を
し
た
。

ウ　

Ａ
の
元
代
表
取
締
役
Ｃ
も
、
上
記
ア
の
債
務
を
連
帯
保
証
し
た
。

⑶　

Ｘ
は
、
平
成
六
年
二
月
二
三
日
、
Ｂ
銀
行
に
対
し
、
上
記
⑵
ア
の
残

主
た
る
債
務
者
に
対
す
る
求
償
権
の
行
使
が
、 

共
同
保
証
人
に
対
す
る
求
償
権
の
時
効
を
も
中
断
す
る
か
？ 

	

―
最
一
小
判
平
成
二
七
年
一
一
月
一
九
日
を
題
材
に

―
𠮷　
　

岡　
　

伸　
　

一

判
例
研
究
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年
一
〇
月
六
日
、
民
集
二
一
・
八
・
二
〇
五
一
）。
Ｘ
の
Ｙ
に
対
す
る
請
求

は
、
求
償
権
に
基
づ
く
請
求
で
あ
り
、
判
決
に
基
づ
く
請
求
で
は
な
い
か

ら
、
Ｙ
と
の
間
で
は
、
消
滅
時
効
期
間
は
五
年
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
消
滅
時
効
の
起
算
点
は
、
上
記
判
決
が
平
成
一
四
年
一
一
月

五
日
の
経
過
を
も
っ
て
確
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
翌
六
日
で
あ
り
、
そ

れ
か
ら
五
年
が
経
過
し
て
い
る
。

　

Ｙ
は
、
平
成
二
四
年
一
一
月
二
二
日
の
本
件
第
一
回
弁
論
準
備
手
続
期

日
に
お
い
て
、
上
記
時
効
を
援
用
す
る
旨
の
意
思
表
示
を
し
た
。

イ　

Ｘ
は
、
平
成
六
年
二
月
二
三
日
、
Ｂ
銀
行
に
対
し
、
保
証
契
約
に
基

づ
き
、
代
位
弁
済
を
し
て
い
る
が
、
Ｘ
が
取
得
し
た
求
償
権
は
、
商
事
債

権
で
あ
り
、
消
滅
時
効
期
間
は
五
年
で
あ
る
。
平
成
一
一
年
二
月
二
四
日

の
経
過
に
よ
り
上
記
求
償
権
に
係
る
時
効
は
完
成
し
て
お
り
、
同
時
効
完

成
後
、
Ｘ
ら
は
Ａ
ら
に
対
し
訴
訟
を
提
起
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
判

決
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、「
時
効
の
中
断
」
に
は
該
当
せ
ず
、
民
法
四
五
七

条
一
項
の
適
用
は
な
い
。

⑵　

合
意
解
約

　

平
成
元
年
四
月
一
〇
日
の
銀
行
取
引
約
定
書
の
保
証
契
約
は
、
合
意
解

約
さ
れ
た
。

⑶　

根
保
証
契
約
の
責
任
の
消
滅

　

包
括
根
保
証
契
約
上
の
権
利
を
二
〇
年
間
行
使
し
な
い
場
合
に
は
、
民

法
一
六
七
条
二
項
に
よ
り
消
滅
す
る
と
解
す
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、

不
法
行
為
を
行
っ
た
も
の
で
さ
え
、
二
〇
年
間
の
除
斥
期
間
が
設
け
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
り
、
Ｙ
は
、
何
ら
違
法
行
為
を
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
か

ら
、
民
法
七
二
四
条
を
類
推
適
用
し
、
除
斥
期
間
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

債
務
全
額
を
代
位
弁
済
し
た
（
二
口
合
計
約
八
七
四
九
万
円
）。

⑷　

ア　

Ａ
は
、
平
成
六
年
一
二
月
三
〇
日
か
ら
平
成
一
三
年
五
月
一
六

日
ま
で
の
間
、
Ｘ
に
対
し
、
上
記
⑶
の
代
位
弁
済
に
よ
り
発
生
し
た
求

償
金
債
務
を
一
部
弁
済
し
た
（
約
四
三
三
五
万
円
）。

イ　

Ｘ
は
、
平
成
一
四
年
五
月
二
〇
日
、
Ａ
及
び
Ｃ
に
対
し
、
上
記
ア
の

求
償
金
の
支
払
を
求
め
る
訴
訟
を
提
起
し
、
同
年
九
月
一
三
日
、
Ｘ
の

請
求
を
認
容
す
る
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
、
同
年
一
一
月
五
日
、
同
判
決

は
確
定
し
た
。

⑸　

以
上
の
よ
う
な
状
況
下
、
Ｘ
が
、
平
成
二
四
年
七
月
二
五
日
、
Ｙ
に

対
し
、
民
法
四
六
五
条
一
項
、
四
四
二
条
に
基
づ
き
、
求
償
金
残
元
金

と
遅
延
損
害
金
合
計
金
額
の
う
ち
三
分
の
一
の
支
払
を
求
め
て
訴
訟
を

提
起
し
た
。

三
、
Ｙ
の
主
張

　

こ
れ
に
対
し
て
、
Ｙ
は
、
①
消
滅
時
効
、
②
合
意
解
約
、
③
根
保
証
契

約
の
責
任
の
消
滅
、
④
権
利
の
濫
用
に
つ
き
、
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。

⑴　

消
滅
時
効

ア　

本
件
各
貸
付
金
債
務
に
関
し
、
Ｘ
が
平
成
一
四
年
に
訴
え
提
起
し
た

の
は
、
主
債
務
者
で
あ
る
Ａ
、
そ
の
代
表
者
で
あ
る
Ｃ
の
み
で
あ
り
、
Ｙ

に
対
し
て
は
訴
え
を
提
起
し
て
い
な
い
。

　

主
債
務
者
で
あ
る
Ａ
と
の
間
で
は
、
判
決
に
よ
る
請
求
で
あ
り
、
消
滅

時
効
は
一
〇
年
と
な
る
が
、
本
件
各
求
償
権
の
前
提
と
な
る
債
権
は
、
Ｂ

銀
行
と
Ａ
と
の
金
銭
消
費
貸
借
契
約
で
あ
り
、消
滅
時
効
期
間
は
五
年（
商

法
五
二
二
条
）
で
あ
り
、
そ
の
求
償
権
も
五
年
で
あ
る
（
最
判
昭
和
四
二

九
〇
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⑷　

権
利
の
濫
用

　

本
件
の
ご
と
き
包
括
根
保
証
は
、
保
証
期
間
、
保
証
額
が
定
め
ら
れ
て

い
な
い
、
保
証
人
に
と
り
責
任
が
重
す
ぎ
る
な
ど
、
種
々
の
問
題
が
あ
る

制
度
で
あ
る
上
、そ
も
そ
も
本
件
で
は
、根
保
証
契
約
締
結
か
ら
既
に
二
三

年
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
、
Ｘ
は
平
成
一
四
年
に
訴
訟
を
提
起
し
て
い
る

が
、
そ
の
際
、
Ｙ
に
対
し
て
は
訴
訟
を
提
起
し
な
か
っ
た
こ
と
、
本
件
債

権
は
本
来
商
事
債
権
で
あ
り
、
消
滅
時
効
は
五
年
で
あ
る
こ
と
、
本
件
借

入
れ
に
つ
き
、
Ｙ
は
直
接
関
与
し
て
い
な
い
こ
と
な
ど
を
考
慮
し
、
Ｘ
の

請
求
は
権
利
濫
用
に
当
た
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

四
、
第
一
審
判
決
の
概
要

　

第
一
審
の
大
津
地
判
平
成
二
五
年
二
月
二
八
日
（
金
融
・
商
事
判
例

一
四
八
一
号
二
四
頁
）
は
、
各
争
点
に
つ
き
次
の
よ
う
に
述
べ
て
、
Ｙ
の

主
張
を
斥
け
、
Ｘ
の
請
求
を
認
容
し
た
。

一　

争
点
⑴
に
つ
い
て

ⅰ　

証
拠
等
に
よ
り
容
易
に
認
定
で
き
る
事
実
に
よ
れ
ば
、
Ｘ
は
、
平
成

六
年
二
月
二
三
日
、
本
件
代
位
弁
済
一
、二
に
よ
り
、
Ａ
及
び
Ｙ
に
対
し

て
求
償
金
債
権
等
を
取
得
し
た
こ
と
、
こ
れ
ら
の
債
権
は
い
ず
れ
も
商

行
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
Ｘ
は
、
前
訴
を
提
起
し
、

勝
訴
判
決
を
得
た
こ
と
、
同
判
決
は
平
成
一
四
年
一
一
月
五
日
の
経
過

に
よ
り
確
定
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

　
　

こ
れ
ら
の
事
実
に
よ
れ
ば
、
民
法
一
七
四
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、

Ａ
に
対
す
る
本
件
代
位
弁
済
一
、二
に
係
る
求
償
金
債
権
等
の
時
効
期

間
は
一
〇
年
に
延
長
さ
れ
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
時
効
期

間
の
起
算
日
は
、
同
年
一
一
月
六
日
で
あ
る
（
Ｙ
は
、
上
記
各
求
償
金

債
権
等
は
、
商
事
債
権
で
あ
り
、
平
成
一
一
年
二
月
二
四
日
の
経
過
に

よ
り
時
効
は
完
成
し
て
い
る
旨
主
張
す
る
。
し
か
し
、
証
拠
に
よ
れ
ば
、

平
成
一
〇
年
一
二
月
二
四
日
に
、
Ａ
が
、
Ｘ
に
対
し
、
上
記
各
求
償
金

元
本
に
つ
き
合
計
五
四
万
円
、
上
記
各
求
償
金
に
係
る
各
損
害
金
に
つ

き
合
計
六
万
円
を
支
払
っ
た
事
実
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
、
同
事
実
を

覆
す
に
足
り
る
適
確
な
証
拠
は
な
い
。
こ
れ
ら
は
債
務
の
承
認
に
当
た

る
と
こ
ろ
、
前
訴
の
提
起
日
は
平
成
一
四
年
五
月
二
〇
日
で
あ
り
、
上

記
弁
済
日
翌
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
て
い
な
い
か
ら
、
Ｙ
の

主
張
に
理
由
は
な
い
。）。

ⅱ　

民
法
一
七
四
条
の
二
の
規
定
に
よ
っ
て
主
た
る
債
務
者
の
債
務
の
短

期
消
滅
時
効
期
間
が
一
〇
年
に
延
長
せ
ら
れ
る
と
き
は
、
保
証
債
務
の

附
従
性
に
よ
り
、
保
証
人
の
債
務
の
消
滅
時
効
期
間
も
同
じ
く
一
〇
年

に
変
ず
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
（
最
高
裁
昭
和
四
三
年
オ

第
五
一
九
号
同
年
一
〇
月
一
七
日
第
一
小
法
廷
判
決
、
裁
判
集
民
事

九
二
号
六
〇
一
頁
）。

　
　

そ
し
て
、
共
同
保
証
人
間
の
求
償
は
、
主
た
る
債
務
者
の
資
力
が
十

分
で
な
い
場
合
に
、
弁
済
し
た
保
証
人
の
み
が
損
失
を
負
担
す
る
こ
と

は
他
の
共
同
保
証
人
に
対
す
る
関
係
に
お
い
て
不
公
平
で
あ
る
か
ら
、

保
証
人
間
の
負
担
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
制
度
で

あ
り
、
そ
の
範
囲
に
お
い
て
主
た
る
債
務
者
へ
の
求
償
権
を
確
保
す
る

も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
主
た
る
債
務
者
へ
の
求
償
権
に
つ
き
、
確
定
判

決
に
よ
り
時
効
を
中
断
し
、
時
効
期
間
が
一
〇
年
に
延
長
さ
れ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
共
同
保
証
人
に
対
す
る
求
償
権
に
つ
い
て
は
別
個
に
時

効
中
断
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
解
す
る
こ
と
は
、
保
証
債

九
一
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九
二

当
た
る
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
そ
の
ほ
か
権
利
濫
用
を
基
礎

付
け
る
に
足
り
る
事
情
の
主
張
立
証
は
な
い
の
で
、
Ｙ
の
主
張
に
理
由
は

な
い
。五

、
控
訴
審
判
決
の
概
要

　

控
訴
審
の
大
阪
高
判
平
成
二
五
年
七
月
九
日
（
金
融
・
商
事
判
例

一
四
八
一
号
二
〇
頁
）
で
は
、
Ｙ
が
第
一
審
の
消
滅
時
効
の
み
を
論
点
と

し
て
下
記
の
争
点
に
分
け
て
争
っ
た
と
こ
ろ
、
控
訴
審
は
第
一
審
判
決
を

取
り
消
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
Ｘ
の
請
求
を
棄
却
し
た
。

争
点
⑴
Ｘ
が
Ｙ
に
対
し
て
取
得
し
た
求
償
権
の
内
容

　
　

⑵
Ｘ
の
Ｙ
に
対
す
る
求
償
権
の
時
効
期
間
は
経
過
し
た
か
。

　
　

⑶
Ｘ
の
Ｙ
に
対
す
る
求
償
権
の
消
滅
時
効
は
中
断
し
た
か
。

一　

争
点
⑴
に
つ
い
て

ⅰ　

本
件
第
一
貸
付
債
務
及
び
本
件
第
二
貸
付
債
務
の
保
証
人
は
、
い
ず

れ
も
Ｘ
、
Ｙ
及
び
Ｃ
で
あ
る
の
で
、
そ
の
保
証
人
と
し
て
の
負
担
割
合

は
各
三
分
の
一
で
あ
る
（
民
法
四
五
六
条
、
四
二
七
条
）。

ⅱ　

ア　

本
件
第
一
代
位
弁
済
は
、
本
件
第
一
貸
付
債
務
の
全
額
に
つ
き

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
Ｘ
は
、
本
件
第
一
代
位
弁
済
を
し
た
こ
と

に
よ
り
、
共
同
保
証
人
で
あ
る
Ｙ
に
対
し
、
代
位
弁
済
額
七
四
二
九
万

六
八
二
七
円
の
三
分
の
一
で
あ
る
二
四
七
六
万
五
六
〇
九
円
及
び
こ
れ

に
対
す
る
本
件
第
一
代
位
弁
済
の
日
で
あ
る
平
成
六
年
二
月
二
三
日
か

ら
支
払
済
み
ま
で
民
法
所
定
年
五
分
の
割
合
に
よ
る
法
定
利
息
の
支
払

を
求
め
る
求
償
権
（
こ
の
求
償
権
は
、
商
行
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の

務
の
附
従
性
、
上
記
の
ご
と
き
制
度
趣
旨
及
び
当
事
者
の
合
理
的
意
思

に
も
反
す
る
も
の
と
い
え
る
か
ら
、
民
法
一
七
四
条
の
二
の
規
定
に
よ

っ
て
主
た
る
債
務
者
の
求
償
権
等
債
務
の
短
期
消
滅
時
効
期
間
が
一
〇

年
に
延
長
す
る
と
き
は
、
保
証
人
の
債
務
の
消
滅
時
効
期
間
も
同
じ
く

一
〇
年
に
変
ず
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
に
反
す
る
Ｙ
の
主
張
は
採
用
で
き
な
い
。

ⅲ　

そ
う
す
る
と
、Ｙ
に
対
す
る
本
件
代
位
弁
済
一
、二
に
係
る
求
償
権
等

の
時
効
期
間
は
一
〇
年
で
あ
り
、
消
滅
時
効
の
起
算
点
は
前
訴
の
判
決

確
定
日
翌
日
で
あ
る
平
成
一
四
年
一
一
月
六
日
で
あ
る
か
ら
、
本
件
訴

え
提
起
時
点
（
平
成
二
四
年
七
月
二
五
日
。
当
裁
判
所
に
顕
著
）
に
お

い
て
一
〇
年
を
経
過
し
て
お
ら
ず
、
Ｙ
の
主
張
に
理
由
は
な
い
。

二　

争
点
⑵
に
つ
い
て

　

Ｙ
は
、
Ｂ
銀
行
と
Ｙ
の
間
の
保
証
契
約
が
合
意
解
約
さ
れ
た
こ
と
を
主

張
す
る
が
、
同
事
実
を
認
め
る
に
足
り
る
適
確
な
証
拠
は
な
く
（
Ｙ
は
、

陳
述
書
に
お
い
て
、
合
意
解
除
さ
れ
た
も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
旨
述
べ
る

が
、
Ｂ
銀
行
と
の
間
に
お
い
て
合
意
解
除
を
し
た
事
実
に
つ
い
て
具
体
的

な
供
述
は
な
い
。）、
採
用
で
き
な
い
。

三　

争
点
⑶
に
つ
い
て

　

Ｙ
の
主
張
は
独
自
の
見
解
で
あ
り
、
採
用
で
き
な
い
。

四　

争
点
⑷
に
つ
い
て

　

証
拠
等
に
よ
り
容
易
に
認
定
で
き
る
事
実
及
び
証
拠
に
よ
れ
ば
、
本
件

貸
付
一
、二
は
Ｙ
が
Ａ
の
取
締
役
・
支
配
人
に
在
任
中
に
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
、
Ｘ
は
、
平
成
六
年
二
月
こ
ろ
及
び
平
成
一
三
年
八
月
こ
ろ
に
、

Ｙ
に
対
し
て
書
面
に
よ
り
返
済
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
こ
の

よ
う
な
経
緯
に
照
ら
せ
ば
、
Ｘ
の
Ｙ
に
対
す
る
権
利
行
使
が
権
利
濫
用
に
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九
三

る
。）。
し
か
し
、
Ｘ
が
、
本
件
第
二
代
位
弁
済
を
し
た
こ
と
に
よ
っ
て

Ａ
に
対
し
て
取
得
し
た
求
償
権
（
本
件
第
二
求
償
権
）
の
元
金
は
、
平

成
一
三
年
五
月
一
六
日
に
完
済
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
Ｘ
が
、
本
件

第
二
代
位
弁
済
を
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
Ｙ
に
対
し
て
取
得
し
た
求
償
権

は
、
四
三
九
万
六
六
六
八
円
に
対
す
る
平
成
六
年
二
月
二
三
日
か
ら
平

成
一
三
年
五
月
一
六
日
ま
で
の
民
法
所
定
年
五
分
の
割
合
に
よ
る
法
定

利
息
に
つ
い
て
の
み
と
な
っ
た
（
こ
の
求
償
権
を
以
下
「
本
件
第
四
求

償
権
」
と
い
う
。）。

ⅲ　

ま
と
め

　

以
上
検
討
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
Ｘ
は
、
Ｙ
に
対
し
、
本
件
第
三

求
償
権
及
び
本
件
第
四
求
償
権
を
有
す
る
と
い
え
る
。

二　

争
点
⑵
に
つ
い
て

ⅰ　

Ｘ
が
Ｙ
に
対
し
て
取
得
し
た
本
件
第
三
求
償
権
及
び
本
件
第
四
求
償

権
は
、
い
ず
れ
も
本
件
第
一
代
位
弁
済
及
び
本
件
第
二
代
位
弁
済
の
日

の
翌
日
で
あ
る
平
成
六
年
二
月
二
四
日
か
ら
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

ⅱ　

ア　

信
用
保
証
協
会
が
商
人
で
あ
る
債
務
者
の
委
任
に
基
づ
い
て
成

立
し
た
保
証
債
務
を
履
行
し
た
場
合
に
お
い
て
、
信
用
保
証
協
会
が
取

得
す
る
求
償
権
は
、
商
法
五
二
二
条
に
定
め
る
五
年
の
消
滅
時
効
に
か

か
る
と
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
（
最
高
裁
判
所
昭
和
四
二
年
一
〇
月
六
日
判

決
・
民
集
二
一
巻
八
号
二
〇
五
一
頁
）、本
件
第
三
求
償
権
及
び
本
件
第

四
求
償
権
は
、
い
ず
れ
も
信
用
保
証
協
会
で
あ
る
Ｘ
が
商
人
で
あ
る
Ａ

の
委
託
を
受
け
て
締
結
し
た
本
件
第
一
信
用
保
証
契
約
及
び
本
件
第
二

信
用
保
証
契
約
に
基
づ
い
て
し
た
本
件
第
一
貸
付
債
務
及
び
本
件
第
二

貸
付
債
務
に
つ
い
て
の
保
証
債
務
の
履
行
（
本
件
第
一
代
位
弁
済
及
び

で
あ
る
と
は
い
え
な
い
か
ら
、
商
事
法
定
利
率
の
適
用
は
な
い
。
こ
の

求
償
権
を
以
下
「
本
件
第
三
求
償
権
」
と
い
う
。）
を
取
得
し
た
こ
と
に

な
る
（
民
法
四
六
五
条
一
項
、
四
四
二
条
）。
な
お
、
主
債
務
者
で
あ
る

Ａ
は
、
本
件
第
一
保
証
委
託
契
約
に
基
づ
き
、
Ｘ
に
対
し
、
代
位
弁
済

額
に
対
す
る
代
位
弁
済
日
の
翌
日
か
ら
年
一
八
・
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
の

損
害
金
を
支
払
う
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
り
、
Ｃ
も
本
件
第
一
連
帯
保

証
契
約
に
基
づ
き
同
様
の
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
る
が
、
Ｙ
が
Ｘ
に
対

し
、
法
定
利
息
の
支
払
義
務
以
外
の
損
害
金
を
支
払
う
べ
き
義
務
を
負

う
根
拠
は
何
ら
見
出
せ
な
い
（
Ｘ
が
、
民
法
五
〇
一
条
（
弁
済
に
よ
る

代
位
）
に
基
づ
き
、
Ａ
の
Ｂ
銀
行
に
対
す
る
第
一
貸
付
債
務
に
つ
い
て

の
Ｙ
の
保
証
債
務
の
履
行
を
求
め
る
請
求
を
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
議
論

の
余
地
の
あ
る
問
題
で
は
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
保
証
債
務
履
行
請
求

で
は
な
く
、
共
同
保
証
人
間
の
求
償
金
請
求
で
あ
る
本
訴
請
求
に
お
い

て
は
、
問
題
と
な
ら
な
い
。）。

イ　

本
件
第
二
代
位
弁
済
は
、
本
件
第
二
貸
付
債
務
の
全
額
に
つ
き
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
Ｘ
は
、
本
件
第
二
代
位
弁
済
を
し
た
こ
と
に
よ

り
、
共
同
保
証
人
で
あ
る
Ｙ
に
対
し
、
代
位
弁
済
額
一
三
一
九
万
〇
〇

〇
五
円
の
三
分
の
一
で
あ
る
四
三
九
万
六
六
六
八
円
（
一
円
未
満
切
り

捨
て
）
及
び
こ
れ
に
対
す
る
本
件
第
二
代
位
弁
済
の
日
で
あ
る
平
成
六

年
二
月
二
三
日
か
ら
支
払
済
み
ま
で
民
法
所
定
年
五
分
の
割
合
に
よ
る

法
定
利
息
の
支
払
を
求
め
る
求
償
権
（
こ
の
求
償
権
は
、
商
行
為
に
よ

っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
か
ら
、
商
事
法
定
利
率
の
適

用
は
な
い
。）を
取
得
し
た
こ
と
に
な
る（
民
法
四
六
五
条
一
項
、四
四
二

条
、
Ｙ
が
Ｘ
に
対
し
、
法
定
利
息
の
支
払
義
務
以
外
の
損
害
金
を
支
払

う
べ
き
義
務
を
負
わ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
と
お
り
で
あ
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九
四

証
人
の
一
人
が
、
保
証
債
務
の
全
額
又
は
自
己
の
負
担
部
分
を
超
え
る

額
を
弁
済
し
た
と
き
に
他
の
共
同
保
証
人
に
対
し
て
求
償
す
る
こ
と
を

認
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
Ｙ
が
主
張
す
る
と
お
り
、
主
債
務
者
の
資
力

が
十
分
で
な
く
、
主
債
務
者
に
対
す
る
求
償
で
は
満
足
で
き
な
い
場
合

に
、
出
捐
し
た
保
証
人
だ
け
が
損
失
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

っ
て
は
共
同
保
証
人
間
の
公
平
に
反
す
る
こ
と
か
ら
、
共
同
保
証
人
間

の
負
担
を
最
終
的
に
調
整
す
る
た
め
に
、
民
法
四
六
五
条
が
特
に
創
設

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
保
証
債
務
の
全
額
又
は
自
己
の
負

担
部
分
を
超
え
る
額
を
弁
済
し
た
共
同
保
証
人
の
他
の
共
同
保
証
人
に

対
す
る
求
償
権
は
、
民
法
四
六
五
条
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
権
利
で
あ

っ
て
、
主
債
務
者
に
対
す
る
求
償
権
と
の
間
に
主
従
の
関
係
（
共
同
保

証
人
に
対
す
る
求
償
権
が
主
債
務
者
に
対
す
る
求
償
権
に
附
従
す
る
関

係
）
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
Ｘ
が
、
Ａ
に
対
し
て
し

た
本
件
第
一
求
償
権
及
び
本
件
第
二
求
償
権
の
履
行
の
請
求
（
裁
判
上

の
請
求
で
あ
る
別
件
訴
訟
の
提
起
）
に
よ
っ
て
、
Ｘ
の
Ｙ
に
対
す
る
本

件
第
三
求
償
権
及
び
本
件
第
四
求
償
権
の
消
滅
時
効
が
中
断
す
る
こ
と

は
お
よ
そ
有
り
得
な
い
（
民
法
四
五
七
条
一
項
が
適
用
さ
れ
る
場
面
で

は
な
い
。）。

ⅲ　

し
た
が
っ
て
、
い
ず
れ
に
せ
よ
Ｘ
の
時
効
中
断
の
主
張
は
採
用
で
き

な
い
。六

、
Ｘ
の
上
告
理
由
の
概
要

　

共
同
保
証
人
間
の
求
償
権
は
、
保
証
人
が
主
た
る
債
務
者
に
対
し
て
取

得
し
た
求
償
権
を
担
保
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
保
証
人
が
主
た

本
件
第
二
代
位
弁
済
）
に
よ
っ
て
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ

に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も
商
法
五
二
二
条
に
定
め
る
五
年
の
消
滅
時
効
に

か
か
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

イ　

平
成
六
年
二
月
二
四
日
か
ら
五
年
が
経
過
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
ま
た
、
仮
に
、
時
効
期
間
が
一
〇
年
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
平
成

六
年
二
月
二
四
日
か
ら
一
〇
年
が
経
過
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

ⅲ　

Ｙ
が
、
平
成
二
五
年
五
月
二
八
日
の
当
審
第
一
回
口
頭
弁
論
期
日
に

お
い
て
、
Ｘ
に
対
し
、
上
記
消
滅
時
効
を
援
用
す
る
旨
の
意
思
表
示
を

し
た
こ
と
（
控
訴
理
由
書
の
陳
述
）
は
、
当
裁
判
所
に
顕
著
で
あ
る
。

ⅳ　

以
上
検
討
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
本
件
第
三
求
償
権
及
び
本
件
第

四
求
償
権
は
、
平
成
一
一
年
二
月
二
三
日
の
経
過
（
仮
に
、
時
効
期
間

が
一
〇
年
で
あ
っ
た
と
し
た
な
ら
ば
、
平
成
一
六
年
二
月
二
三
日
の
経

過
）
に
よ
っ
て
時
効
消
滅
し
た
と
い
え
る
。

三　

争
点
⑶
に
つ
い
て

ⅰ　

上
記
の
と
お
り
、
本
件
第
三
求
償
権
及
び
本
件
第
四
求
償
権
は
、
い

ず
れ
も
平
成
一
一
年
二
月
二
三
日
の
経
過
に
よ
っ
て
時
効
消
滅
し
た
と

い
え
る
の
で
、
Ｘ
の
時
効
中
断
の
主
張
は
主
張
自
体
失
当
で
あ
る
。
な

お
、
時
効
期
間
が
一
〇
年
で
あ
れ
ば
、
別
件
訴
訟
の
提
起
は
時
効
期
間

内
と
な
る
の
で
、
念
の
た
め
、
次
の
判
断
を
示
し
て
お
く
。

ⅱ　

共
同
保
証
人
は
、
自
己
の
出
捐
に
よ
っ
て
共
同
の
免
責
を
得
た
と
き

は
、
そ
の
出
捐
額
に
か
か
わ
ら
ず
、
主
債
務
者
に
対
し
て
求
償
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
て
（
民
法
四
五
九
条
一
項
、
四
六
二
条
）、
本

来
、
主
債
務
者
に
対
す
る
求
償
で
満
足
す
べ
き
で
あ
り
、
主
債
務
に
つ

き
最
終
的
な
負
担
を
負
わ
な
い
他
の
共
同
保
証
人
に
対
し
て
求
償
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
と
こ
ろ
、
民
法
四
六
五
条
は
、
共
同
保



95 主たる債務者に対する求償権の行使が、共同保証人に対する求償権の時効をも中断するか？

九
五

八
、
検　
　
　

討

⑴　

弁
済
を
し
た
者
の
権
利

　

主
た
る
債
務
者
で
な
い
者
（
保
証
人
等
）
が
債
権
者
に
対
し
て
弁
済
し

た
と
き
に
は
、

①　

当
該
弁
済
を
し
た
者
は
、
主
た
る
債
務
者
に
対
し
て
求
償
権
を
取
得

す
る
こ
と
が
で
き
る
（
民
法
四
五
九
条
一
項
、
同
四
六
二
条
）。

②　

ま
た
、
連
帯
債
務
者
間
の
求
償
権
に
つ
い
て
は
、
民
法
四
四
二
条
一

項
が
「
連
帯
債
務
者
の
一
人
が
弁
済
を
し
、
そ
の
他
自
己
の
財
産
を
も

っ
て
共
同
の
免
責
を
得
た
と
き
は
、
そ
の
連
帯
債
務
者
は
、
他
の
連
帯

債
務
者
に
対
し
、
各
自
の
負
担
部
分
に
つ
い
て
求
償
権
を
有
す
る
。」
と

規
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
同
規
定
は
、
民
法
四
六
五
条
で
共
同
保
証

人
間
に
も
準
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
共
同
保
証
人
間
に
お
い
て
も
、
求

償
権
行
使
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

③　

さ
ら
に
、
代
位
弁
済
を
し
た
者
は
、
自
己
の
権
利
に
基
づ
い
て
求
償

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
範
囲
内
に
お
い
て
、
債
権
の
効
力
及
び
担
保
と

し
て
債
権
者
が
有
し
て
い
た
一
切
の
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る

（
民
法
五
〇
一
条
）。

　

し
た
が
っ
て
、
本
事
案
に
お
い
て
も
、
弁
済
を
し
た
共
同
保
証
人
の
一

人
Ｘ
は
、
①
主
債
務
者
Ａ
に
対
す
る
求
償
権
を
有
し
、
②
ま
た
、
他
の
共

同
保
証
人
Ｙ
お
よ
び
Ｃ
に
対
し
て
求
償
権
を
有
す
る
と
と
も
に
、
③
債
権

者
Ｂ
銀
行
が
有
し
て
い
た
貸
付
債
権
、
保
証
債
務
履
行
請
求
権
等
を
代
位

行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑵　

主
債
務
者
に
対
す
る
求
償
権

　

本
件
に
お
い
て
、
代
位
弁
済
し
た
Ｘ
は
、
主
債
務
者
Ａ
に
対
し
て
求
償

る
債
務
者
に
対
し
て
取
得
し
た
求
償
権
の
消
滅
時
効
の
中
断
事
由
が
あ
る

場
合
に
は
、
民
法
四
五
七
条
一
項
の
類
推
適
用
に
よ
り
、
共
同
保
証
人
間

の
求
償
権
に
つ
い
て
も
消
滅
時
効
の
中
断
の
効
力
が
生
ず
る
と
解
す
べ
き

で
あ
る
。七

、
本
判
決
の
概
要

　

上
告
審
で
あ
る
最
一
小
判
平
成
二
七
年
一
一
月
一
九
日
（
判
例
タ
イ
ム

ズ
一
四
二
一
号
一
〇
八
頁
、
判
例
時
報
二
二
八
二
号
六
三
頁
、
金
融
・
商

事
判
例
一
四
八
一
号
一
六
頁
、
同
一
四
八
五
号
一
六
頁
）
は
、
次
の
よ
う

に
述
べ
て
、
Ｘ
の
上
告
を
棄
却
し
た
。

　

す
な
わ
ち
、「
民
法
四
六
五
条
に
規
定
す
る
共
同
保
証
人
間
の
求
償
権

は
、
主
た
る
債
務
者
の
資
力
が
不
十
分
な
場
合
に
、
弁
済
を
し
た
保
証
人

の
み
が
損
失
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
と
共
同
保
証
人
間
の

公
平
に
反
す
る
こ
と
か
ら
、
共
同
保
証
人
間
の
負
担
を
最
終
的
に
調
整
す

る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
保
証
人
が
主
た
る
債
務
者
に
対
し
て
取
得
し
た

求
償
権
を
担
保
す
る
た
め
の
も
の
で
は
な
い
と
解
さ
れ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
保
証
人
が
主
た
る
債
務
者
に
対
し
て
取
得
し
た
求
償
権

の
消
滅
時
効
の
中
断
事
由
が
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
共
同
保
証
人
間
の

求
償
権
に
つ
い
て
消
滅
時
効
の
中
断
の
効
力
は
生
じ
な
い
も
の
と
解
す
る

の
が
相
当
で
あ
る
。」
と
判
示
し
、
以
上
と
同
旨
の
原
審
の
判
断
は
、
正
当

と
し
て
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
た
。
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中
断
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
の
問
題
で
あ
る
の
で
、
類
似

の
事
例
と
は
い
え
、
民
法
四
三
四
条
あ
る
い
は
こ
れ
を
準
用
す
る
同
法

四
五
八
条
の
直
接
の
問
題
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
主
債
務
者
に
対
す
る
求

償
権
と
他
の
共
同
保
証
人
に
対
す
る
求
償
権
と
の
間
に
は
、「
連
帯
」の
関

係
が
な
い
た
め
、
特
別
な
理
由
が
な
い
と
こ
れ
ら
の
規
定
を
類
推
適
用
す

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
民
法
四
三
四
条
は
、
改
正
民
法
で
は
削
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

⑸　

民
法
四
五
七
条
一
項
の
時
効
中
断
の
効
力

　

ま
た
、民
法
四
五
七
条
一
項
は
、「
主
た
る
債
務
者
に
対
す
る
履
行
の
請

求
そ
の
他
の
事
由
に
よ
る
時
効
の
中
断
は
、
保
証
人
に
対
し
て
も
、
そ
の

効
力
を
有
す
る
。」
と
規
定
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
主
た
る
債
務
と
保
証

債
務
が
主
従
の
関
係
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
主
た
る
債
務
者
へ
の
時
効
中
断

が
保
証
人
の
債
務
に
も
及
ぶ
と
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
事
案
に
お
い
て
は
、
Ｘ
の
Ｙ
に
対
し
て
有
す
る
債
権
は
、

共
同
保
証
人
と
し
て
他
の
共
同
保
証
人
に
対
す
る
求
償
権
で
あ
る
。
Ｘ
の

主
張
す
る
と
こ
ろ
は
、
Ｘ
の
主
た
る
債
務
者
に
対
す
る
求
償
権
を
行
使
し

て
い
る
の
で
、
こ
の
権
利
行
使
は
、
主
た
る
債
務
者
に
対
す
る
求
償
権
に

つ
き
時
効
中
断
の
効
力
を
有
す
る
だ
け
で
な
く
、
民
法
四
五
七
条
一
項
の

類
推
適
用
に
よ
り
、
他
の
保
証
人
に
対
す
る
求
償
権
に
つ
い
て
も
時
効
の

中
断
の
効
力
も
有
す
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
同
項
の
効
力
は
、
債
権
者
が
主
た
る
債
務
者
に
対
し
て
し
た

請
求
の
効
力
が
、
保
証
人
に
対
し
て
も
及
ぶ
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
主
た

る
債
務
者
と
保
証
人
が
主
従
の
関
係
に
あ
る
こ
と
か
ら
認
め
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
対
等
者
間
で
あ
る
（
す
な
わ
ち
、
主
従
の
関
係

権
を
有
す
る
が
、
Ａ
は
す
で
に
無
資
力
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
回
収
は
全

く
見
込
め
な
い
状
況
で
あ
る
。

⑶　

他
の
共
同
保
証
人
に
対
す
る
求
償
権

　

上
記
の
よ
う
に
、
民
法
四
四
二
条
一
項
の
規
定
は
、
民
法
四
六
五
条
で

共
同
保
証
人
間
に
も
準
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
共
同
保
証
人
間
に
お
い
て

も
、
求
償
権
行
使
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

本
件
に
お
い
て
も
、
Ｘ
の
Ｙ
に
対
す
る
求
償
権
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か

し
、
当
該
求
償
権
は
、
平
成
六
年
に
代
位
弁
済
が
な
さ
れ
た
後
、
時
効
中

断
手
続
が
Ｙ
に
対
し
て
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
平
成
一
一
年
に
時
効
期
間

が
経
過
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
Ｙ
に
直
接
、
時
効
中
断
手
続
が
な
さ
れ
て

い
な
く
て
も
、
時
効
中
断
と
な
る
ケ
ー
ス
を
検
討
し
て
み
る
こ
と
と
し
た

い
。

⑷　

連
帯
保
証
人
の
一
人
へ
の
請
求
と
時
効
中
断
の
類
推
適
用

　

民
法
四
三
四
条
は
、
連
帯
債
務
者
間
で
の
履
行
の
請
求
を
規
定
し
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
債
権
者
が
連
帯
債
務
者
の
一
人
に
対
し
て
履
行
の
請

求
を
す
る
と
、
他
の
連
帯
債
務
者
に
対
し
て
も
履
行
の
請
求
を
し
た
効
力

が
認
め
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
時
効
中
断
の
効
力
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
規

定
は
、
民
法
四
五
八
条
に
よ
り
連
帯
保
証
人
に
準
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、

債
権
者
が
連
帯
保
証
人
の
一
人
に
対
し
て
請
求
し
た
と
き
は
、
当
該
連
帯

保
証
人
だ
け
で
な
く
、
主
た
る
債
務
者
お
よ
び
他
の
連
帯
保
証
人
に
対
し

て
も
、
履
行
の
請
求
を
し
た
こ
と
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
主
た
る
債
務
者

お
よ
び
連
帯
保
証
人
全
員
に
対
し
て
時
効
中
断
の
効
力
が
認
め
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
本
事
案
は
、
共
同
保
証
人
の
一
人
Ｘ
が
代
位
弁
済
し
た
ケ
ー

ス
に
お
い
て
、
主
債
務
者
Ａ
へ
求
償
権
を
行
使
し
時
効
を
中
断
し
た
場
合

に
、
他
の
共
同
保
証
人
Ｙ
に
対
し
て
有
す
る
求
償
権
に
つ
い
て
も
時
効
を
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す
る
求
償
権
を
確
保
す
る
た
め
に
、
法
の
規
定
に
よ
り
、
弁
済
に
よ
っ
て

消
滅
す
べ
き
は
ず
の
債
権
者
の
債
務
者
に
対
す
る
債
権
（
い
わ
ゆ
る
「
原

債
権
」）
お
よ
び
そ
の
担
保
権
を
代
位
弁
済
者
に
移
転
さ
せ
、
代
位
弁
済
者

が
そ
の
求
償
権
の
範
囲
内
で
原
債
権
お
よ
び
そ
の
担
保
権
を
行
使
す
る
こ

と
を
認
め
る
制
度
で
あ
る
（
最
判
昭
和
五
九
年
五
月
二
九
日
民
集
三
八
巻

七
号
八
八
五
頁
）。
ま
た
、
代
位
弁
済
者
に
移
転
し
た
原
債
権
お
よ
び
そ
の

担
保
権
は
、
求
償
権
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
存
在
す
る
附
従
的

な
性
質
を
有
し
、
求
償
権
が
消
滅
し
た
と
き
は
こ
れ
に
よ
っ
て
当
然
に
消

滅
し
、
そ
の
行
使
は
求
償
権
の
存
す
る
限
度
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
る
と
さ

れ
（
最
判
昭
和
六
一
年
二
月
二
〇
日
民
集
四
〇
巻
一
号
四
三
頁
）、
代
位
弁

済
後
に
お
い
て
は
、原
債
権
は
求
償
権
の
た
め
に
存
続
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
本
事
案
に
お
い
て
、
Ｂ
銀
行
が
も
つ
Ｙ
に
対
す
る
保
証

債
務
履
行
請
求
権
を
原
債
権
と
考
え
て
、
Ｘ
が
Ｂ
銀
行
に
対
し
て
代
位
弁

済
し
た
こ
と
に
よ
り
、
Ｘ
は
上
記
保
証
債
務
履
行
請
求
権
を
も
も
つ
こ
と

に
な
る
。
Ｘ
が
も
つ
Ｙ
に
対
す
る
求
償
権
（
共
同
保
証
人
間
の
求
償
権
）

は
、
Ｘ
が
提
起
し
た
別
件
訴
訟
に
よ
り
平
成
二
四
年
一
一
月
五
日
ま
で
時

効
期
間
が
満
了
し
な
い
か
ら
、
そ
れ
ま
で
に
本
件
訴
訟
を
提
起
し
た
こ
と

に
よ
り
（
平
成
二
四
年
七
月
二
五
日
）、
時
効
は
中
断
し
た
と
考
え
ら
れ
る

可
能
性
が
あ
る
。

　

控
訴
審
判
決
が
こ
の
点
に
つ
い
て
触
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｘ

が
控
訴
審
の
中
、
あ
る
い
は
上
告
理
由
の
中
で
主
張
し
な
か
っ
た
の
は
な

ぜ
か
？　

主
張
が
認
め
ら
れ
る
余
地
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
疑
問

が
残
る
対
応
で
あ
る
。

に
は
な
い
）
共
同
保
証
人
の
間
に
同
項
を
類
推
適
用
す
る
に
は
、
特
別
の

規
定
あ
る
い
は
理
由
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
特
段
の
規

定
も
理
由
も
見
当
た
ら
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
本
判
決
が
、「
保
証
人
が
主

た
る
債
務
者
に
対
し
て
取
得
し
た
求
償
権
の
消
滅
時
効
の
中
断
事
由
が
あ

る
場
合
で
あ
っ
て
も
，
共
同
保
証
人
間
の
求
償
権
に
つ
い
て
消
滅
時
効
の

中
断
の
効
力
は
生
じ
な
い
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」と
判
示
し

た
の
は
、
や
む
を
得
な
い
も
の
と
思
料
さ
れ
る
。

　

本
事
案
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
は
、
現
実
に
は
、
信
用
保
証
協
会
が
保
証
人

と
な
る
ケ
ー
ス
に
お
い
て
よ
く
見
受
け
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
金
融
機
関

が
す
で
に
徴
求
し
て
い
る
保
証
人
を
、
信
用
保
証
協
会
に
お
い
て
求
償
保

証
人
に
と
ら
な
け
れ
ば
、
信
用
保
証
協
会
と
当
該
保
証
人
と
の
間
で
こ
の

問
題
が
起
こ
る
こ
と
に
な
る
。

　

と
も
か
く
、
最
高
裁
判
所
と
し
て
、
今
ま
で
提
起
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

問
題
に
実
務
上
の
解
決
を
与
え
た
こ
と
は
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思

わ
れ
る
。
た
だ
し
、
今
回
の
最
高
裁
判
決
で
は
、
上
記
⑴
②
の
点
に
つ
き

判
断
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
上
記
⑴
③
の
点
に
つ
い
て
は
何
ら
判
断
し
て

い
な
い
。
控
訴
審
判
決
に
お
い
て
、「
Ｘ
が
、
民
法
五
〇
一
条
（
弁
済
に
よ

る
代
位
）
に
基
づ
き
、
Ａ
の
Ｂ
銀
行
に
対
す
る
第
一
貸
付
債
務
に
つ
い
て

の
Ｙ
の
保
証
債
務
の
履
行
を
求
め
る
請
求
を
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
議
論
の

余
地
の
あ
る
問
題
で
は
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
Ｘ
は
そ
の
争
点

に
つ
い
て
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
代
位
の

争
点
に
つ
き
、
検
討
し
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

⑹　

原
債
権
で
あ
る
Ｂ
銀
行
の
保
証
債
務
履
行
請
求
権
に
つ
き
、
Ｘ
が
代

位
弁
済
し
た
こ
と
に
よ
る
代
位
に
つ
い
て

　

弁
済
に
よ
る
代
位
の
制
度
は
、
代
位
弁
済
者
が
債
務
者
に
対
し
て
取
得
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︿
本
事
案
の
時
系
列
整
理
﹀

①　

平
成
元
年
四
月
一
〇
日　
　

Ｙ
が
Ｂ
銀
行
と
連
帯
保
証
契
約

②　

平
成
二
年
八
月
一
三
日　
　

Ｘ
、
Ｃ
が
Ｂ
銀
行
と
連
帯
保
証
契
約

③　

平
成
二
年
八
月
一
四
日　
　

Ａ
が
Ｂ
銀
行
か
ら
借
入
れ

④　

平
成
六
年
二
月
二
三
日　
　

Ｘ
が
Ｂ
銀
行
に
対
し
て
代
位
弁
済

　
　

Ｙ
の
主
張
で
は
、
こ
の
時
点
が
消
滅
時
効
の

起
算
点
に
な
る
。

⑤　

平
成
六
年
一
二
月
三
〇
日
～
同
一
三
年
五
月
一
六
日

　
　

Ａ
が
Ｘ
に
求
償
債
務
を
一
部
弁
済

⑥　

平
成
一
四
年
五
月
二
〇
日　

�
Ｘ
が
Ａ
お
よ
び
Ｃ
に
対
し
て
求
償
債
権
で
訴

訟
提
起
（
別
件
訴
訟
）

⑦　

平
成
一
四
年
一
一
月
五
日　

別
件
訴
訟
が
Ｘ
勝
訴
で
確
定

⑧　

平
成
二
四
年
七
月
二
五
日　

本
件
訴
訟
提
起



99 主たる債務者に対する求償権の行使が、共同保証人に対する求償権の時効をも中断するか？

九
九

金融機関

共同保証人 信用保証協会

主債務者

〔代位弁済後〕

保証債務
履行請求権
　　　ⓔ

主債務者
への求償権
ⓐ

共同保証人間の求償権ⓑ

貸付債権ⓒ
Ｂ

Ｙ Ｘ

Ａ
代位弁済したことによる原債権ⓒの代位

ⓓ

代位弁済したことによる
原債権ⓔの代位

ⓕ

〔Ｘからの追及方法①〕
　ⓐはＡが無資力のため不奏功
〔Ｘからの追及方法②〕
　ⓒとⓔについては民法457条1項の適用あるが、
　ⓐとⓑについては同条項の適用なし〔本判決〕

〔Ｘからの追及方法③〕
　ア）ⓐは平成14年に時効中断されている→10年
　イ）ⓐとⓒは、求償権と原債権との関係
　　　　→ⓒも10年の時効中断
　ウ）ⓒとⓔは民法457条1項の適用（主従関係）→ⓔも10年
　エ）Ｘが代位弁済したことによるⓔの行使（ⓕ）→ⓕも10年

金融機関

共同保証人 信用保証協会

主債務者

〔代位弁済前〕

保証債務
  履行請求権 ② 保証債務履行請求権 ①

貸付債権


